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西 北 回教 聯 合会 の活 動 と回民社 会 の権 力構 造
一 『回教月刊(西北鐘声)』を手掛か りとして一
澤 井 充 生
1は じめに
本稿の目的は、日本軍特務機関が蒙彊政権下1)に設置した西北回教聯合会に注 目し、
西北回教聯合会の機関誌 『回教月刊(西北鐘声)』を手掛か りとして、日本軍特務機関、
西北回教聯合会、清真寺(モスク)の力関係を明らかにし、西北回教聯合会に参加 した
回民幹部 らの人物像および彼 らを輩出した回民社会の具体像 を再構成することにあ
る。拙稿[澤井2013,2014,2015]では、日本の回教工作 と民族調査、善隣協会や西
北回教聯合会の回教工作、蒙彊政権下の回民の騎駝業について検討 したが、資料的制
約の関係上、西北回教聯合会の活動内容を仔細に検討することができなかった。とこ
ろが、2014年10月、西北回教聯合会の機i関誌 『回教月刊(西北鐘声)』の画像データを
入手 し、機i関誌に目を通すことができるようになった。また、2014年・2015年に内モ
ンゴル自治区で回族の古老たちか ら日本軍占領期の様子や 日本軍関係者に関する貴重
な情報を提供 してもらうことができた。このような経緯から、本稿では、西北回教聯
合会の機関誌 『回教月刊(西北鐘声)』を手掛か りとして、まず、西北回教聯合会の成
立経緯と活動内容を改めて整理 し、 日本軍特務機関の偲偲団体の特徴を把握 し、その
後、西北回教聯合会に参加 した回民幹部の発言や行動を個別事例として取 り上げ、回
民幹部の主張や思想、背景や立場を見極める。本研究の特色は、西北回教聯合会の機
関誌に掲載 された回民の 「声」や現地住民の口述資料に依拠 し、 日本軍特務機関の俺
偲団体に参加 した回民の政治的思惑や利害関係を浮き彫 りにすることによって、日本
軍占領下の 「少数民族」社会の具体像 を再構成することにある。
日本の人類学における植民地研究では、東アジア地域に関 しては、山路勝彦、中生
勝美らが日本の植民地支配の制度 ・政策、植民地主義と人類学、植民地主義のもつ暴
力性、被支配民の編み出す文化創造や能動性などに注 目している[中生(編)2000;
山路2002]。日本軍占領下の中国にくらした 「少数民族」に関する調査 ・研究は、拙
稿[澤井2014,2015]でも言及 したように、2000年代 に本格的に始まったばか りで
(例えば、楊海英[2015]による日本軍官学校に通ったモンゴル人に関する研究)、基礎
資料の整理 ・分析が十分には実施されていない段階にあるといえる。中国回民に関す
る研究では、回民に対する皇民化教育、偲偲団体の設立、訪日視察団の派遣などが取
り上げられたことがあるが(例えば、新保[1999a,1999b]、安藤[2014コ、山崎[2011]、
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澤井[2014])、日本軍占領下の回民社会の具体像が立体的に描写 されたとはいいがた
い。このような研究動向を念頭に置 き、本稿では、西北回教聯合会に参加 した回民の
伝統的なエ リー トの発言や行動を仔細 に観察 し、 日本軍特務機関、西北回教聯合会、
清真寺の力関係 を明らかにしながら日本軍占領下の回民社会の具体像 を再構成し、そ
こから権力構造の持続 と変容を検討する。なお、ここでいう回民社会 とは清真寺 を中
心としたローカル ・コミュニティ(清真寺共同体)や複数のローカル・コミュニティの
集合体(すなわち清真寺共同体の集合体)を指す分析概念 として定義 してお く。
II西北回教聯合会の成立
西北回教聯合会については拙稿[澤井2014]でも紹介 したが、詳細について確認
できなかった箇所があった。本稿では『回教月刊(西北鐘声)』の記事内容で必要なデー
タを補足 し、西北回教聯合会の成立経緯および活動内容をあらためて記述する。まず、
手始めとして、日本軍の内モンゴル占領、蒙彊聯盟自治政府・蒙彊聯合 自治政府の樹立、
西北回教聯合会の成立を通時的に整理しておきたい。
日本軍は1937年9月4日に察南自治政府(首府張家口)、1937年10月15日に晋北 自
治政府(首府大同)、10月27日に蒙古聯盟 自治政府(首府厚和)を樹立 し、11月22日
にそれぞれの自治政府を統括する蒙彊聯合委員会を設置 した。これらの支配地域 は現
在の河北省北部、山西省北部、内モンゴル中部 ・西部に相当し、偲偏政権は日本軍の内
蒙工作の一環として樹立 された。その後、1939年9月にはそれぞれの自治政府 を統合
するかたちで蒙古聯合 自治政府が張家ロに樹立された。蒙彊政権の樹立後、日本軍特
務機関、西北回教聯合会、善隣協会、興亜義塾などの様々な機関・団体が蒙彊政権下の
回民を対象とした宣撫 ・懐柔工作 を展開した。
日本軍主導の回教工作 といえば、1938年2月に北京に設立 された中国回教総聯合会
が日本軍の実質的な偲偲団体として回教工作を実施 したことがよく知られている。中
国回教総聯合会の前身は華北回教聯合会であったが、のちに中国回教総聯合会に改称
された。中国回教総聯合会の組織構成に注 目すると、華北聯合総部が 「本部」として設
置され、その管轄下に 「委員会」、「総務部」、「調査部」などが置かれた。北京の 「本部」
のほか、天津、太原、済南、北京、包頭、張家口、河南に 「区本部」が設置され、北京に
比較的近い近隣…都市でも中国回教総聯合会の活動が展開されていた[中国回教総聯合
会華北聯合総部編1938]。中国回教総聯合会では機i関誌 『回教』が定期的に刊行 され、
同聯合会の活動が中国語で詳細に報告されていた。中国回教総聯合会には顧問職が設
置されていたが、日本人が担当することが慣例 となっていた。例 えば、中国回教総聯
合会の日本人顧問としてその名を知られていた人物は三田了一(南満州鉄道株式会社
元職員)である。三田了一は1941年に北京市の牛街礼拝寺でイスラームに改宗 してお
り、北京回民の内情に精通していた[鈴木2011:161]。このように、中国回教総聯合
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会は 「回教」の名称を付与された団体であったが、実質的には日本軍の特務機関の指
導下に置かれていた。なお、後述するが、創設当初、内モンゴルの包頭は中国回教総聯
合会の 「区本部」のひとつとして位置づけられてお り、その後、1938年に西北回教聯
合会が設立されると、同聯合会の 「区本部」に変更された。
一方、内モンゴルでは、1938年12月、蒙古聯盟 自治政府の首府厚和市(旧帰繧市)
に西北回教聯合会2)が設立された。西北回教聯合会は北京の中国回教総聯合会をモデ
ルとして組織された団体であ り、厚和特務機関の実質的な指導下に置かれていた。厚
和特務機関は駐蒙軍の管轄下にあった。西北回教聯合会の 「本部」が厚和、「支部」が
包頭、大同、張家口、包頭に設置され、各支部のもとに 「聯合分会」(いくつかの 「分会」
からなる)、その下に清真寺ごとの 「分会」が組織されていた。「本部」・「支部」の組織
構成については、包頭支部を参考にすると、支部の職員の内訳は、「支部長」(1名)、「顧
問」(数名)、「委員」(数名)、「課長」(1名)、「課員」(数名)で、「総務課」、「民政課」、「文
教課」、「経済課」、「調査股」などが部署として設置 されていた[李士栄1985:157-
158]。日本人が担当した顧問以外の職員は中国人(大多数が回民)であった。他の支部
も包頭支部 と同様の組織構成だったと考えられる(ただし、厚和市の 「本部」には 「総
務部」が開設されていた)。なお、包頭支部には「甘寧支部」が日本人(菅沼正芳3))によっ
て開設され、西北地方を対象 とした諜報活動が展開されていた[李士栄1985:157-
158]。
表1西 北回教聯合会会則
第1章 総則
第1条
第2条
第3条
・ 第4条
第2章 事業
第5条
本会ハ西北回教聯合会 ト称ス
本会ハ回教徒 ノー致団結二依リ其ノ文化 ノ向上経済的発展ヲ促進シ
教義 ヲ宣揚シ民族復興 ヲ図リ以テ回教徒全体ノ利益 ヲ確立スルヲ
目的 トス
本会ハ第3章二定ムル所二依 リ之ヲ組織ス
本会ハ第2条二掲クル目的ヲ達スル為第2章二定ムル事業ヲ行フ
本会ハ左ノ事業ヲ行フ
1教 友ノ教育訓練二関スル事業
2教 友ノ経済的発展二資スル事業
3教 友ノ宣揚、民族復興二資スル事業
4教 友ノ親睦及人格陶治二資スル事業
5本 会ノ目的ヲ普及徹底セシムル宣揚二関スル事業
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6世 界各地回教徒 トノ連絡提携二関スル事業
第3章 組織
第6条 本会ノ会員ハ蒙彊、寧夏、陳西、甘粛、青海及新彊二居住スル回教徒
全体 トス
第7条 本会ハ本部ヲ厚和二支部ヲ厚和、包頭、張家ロ及大同二置ク各支部
ノ管区附図ノ如シ寧夏、陳西、甘粛、青海及新彊ニハ成ルベク速二
支部ヲ設置スルコトヲ図ル
第8条 分会ハ各清真寺下ノ教友ヲ以テ組織ス
但 シーケ寺ノ教友小数ナル トキハ併合シテ分会 ト為スコトヲ得同
一地二多数ノ分会アル トキハ支部ノ認可ヲ得テ聯合分会ヲ結成ス
ルコトヲ得
第9条 支部(長)及分会(聯合会 ヲ含ム)(長)ハ其ノ所在地名等 ヲ冠 シ何々
支部(長)等 ト称ス
第10条 聯合会長ハ各支部ノ統制監督二任シ第5条、6項ノ業ヲ行フ
第ll条 支部長ハ聯合会長ノ命ヲ受ク管内分会ヲ統率シ第5条1項乃至第4
項ノ事業ヲ行フ又会員ノ登録に任ス
第12条 分会長ハ主 トシテ第5条第4項ノ事業ノ他支部長ノ命従ヒ分会ヲ統
率ス
第4章 役員及職員
第13条 聯合会本部二 日左ノ役員ヲ置ク
会 長(1名)
副会長(若干名)
総務部長(1名)
監 事(若干名)
評議員(若干名)
第14条 会長ハ会務ヲ総理シ本会ヲ代表ス
副会長ハ会長ヲ輔佐シ会長事故アル トキハ之ヲ代理ス総務部長ハ
本会及本部ノ事務整理ノ責二任ス
監事ハ会計ヲ監査ス
第15条 本部役員ハ支部長会議二依リ決定ス
但シ評議員ハ本部附近二在住スル会員及支部総務主任中ヨリ選定
ス
第16条 役員ノ任期ハニケ年 トス 但シ重任ヲ妨ゲズ補訣二依リ就任シタ
ル役員ハ前任者ノ残存期間 トス
第17条 本会二所要ノ職員ヲ置クコトヲ得
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第18条 本会ノ役員ハ総テ義務職 トス
第5章 資産及会計
第19条 本会ノ資産ハ 「会費」及ソノ他ノ収入 トス
第20条 会計ハ公開シ予算決算ハ評議会ノ決議及承認ヲ受クルモノトス
第21条 本部、支部、聯合会又ハ分会ハソノ資産ノ管理方法ヲ定ムルモノト
ス
第22条 会員ハ年額三十銭以上一円以下ノ会費ヲ納ムルモノ トス
但 シ救済事業其ノ他特別ノ事由二依 リ聯合分会又ハ支部評議委員
会ノ決議 ヲ経 タルモノハ此ノ限リニ在 ラス
第6章 会議
第23条 本会ハ本部主宰ノ下二毎年一回総会 ヲ開催ス
第24条 本部ハ聯合会長ノ招集二依 リ評議会ヲ開キ本会ノ行フ重要事項 ヲ
審議決定スルモノ トス
第25条 支部以下ノ総会其 ノ他ノ会議ハ当該支部以下二於テ之ヲ定ムルモ
ノ トス
第7章 表彰
第26条 分会又ハ聯合会ニシテ他ノ儀表 トナルモノハ支部ノ申請二基キ評
議会ノ決議二依 リ之 ヲ表彰ス
第8章 雑件
第27条 会費ヲ納入シタル会員二対シテハ所属支部発行ノ会員証ヲ交付ス
ルモノ トス
但シ婦人及十五歳以下ノ小児ハ此ノ限リニ在ラス
会員証様式附図ノ通 リトス
附則
第28条 支部ハ本会則二基キ夫々支部会則ヲ定ムルモノ トス
第29条 本会則ハ 日ヨリ実施ス
出典:『西北回教聯合会 ・西北回教聯合会張家口支部会則』(陸軍省、1938年)
それでは、西北 回教聯合会 の 「本部」に 目を向けてみ よう。西北 回教聯合会 の会則 を
見 る と、「会 長」(1名)、「副会長」(若干名)、「総務部長」(1名)、「監事」(若干名)、「評
議 員」(若干名)が 役職 として設置 されていた こ とがわか る。1942年あ るいは1944年
の人事 では、「会長」(1名)、「副会長」(2名)、「評議員」(8名)、「支部長」(3名)が選 出(あ
るいは任命)さ れていた(表2)。「監事」・「総務部長」以外の役員は、厚和、張家[]、包
頭、大同の各支部か ら選 出(あ るいは任命)さ れ、会長お よび副会長 を厚和 出身の回民
が担 当 していた。役員の うち、重要 な職 に就 いていた幹部 らの多 く(例 えば、会長、副
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会長、支部長)は1942年2月25日に蒙古聯合 自治政府内に設立された回教委員会(後述)
のメンバーに任命され、蒙彊政権にも動員されてお り、単なる宗教団体の幹部とは異
なる地位を付与 されていた。当時の写真 は『回教月刊(西北鐘声)』に掲載されている(写
真1)。
表2西 北回教聯合会の幹部(1942年あるいは1944年)
役職 氏名(所属支部)
会長 曹英(厚和)
副会長 丈馨(厚和)、李郁周(張家口)
評議員 玉景荷(張家口)、王永煕(張家口)、麻永禄(大 同)、馬孝(大同)、
馬永祥(厚和)、馬文仕(厚和)、楊萬里(包頭)、李口口(包頭)
支部長 李郁周(張家口支部長)、王輔(大同支部長)、交馨(厚和支部長)
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
注記:解読不能な箇所には□を挿入 しておいた。
西北回教聯合会にも中国回教総聯合会 と同様、日本人顧問が配置されていた。西北
回教聯合会の日本人顧問では小村不二男が有名である。小村不二男は満洲国や北京な
どで特務工作に従事 していたが、蒙彊政権下では西北回教聯合会の顧問として回教工
作に深 く関わった[小村1988:95]。張家口大 日本帝国大使館事務所が発行 した 『日
系職員名簿』を見ると、蒙古自治邦政府(1941年8月成立)内の回教委員会の欄 に小村
の氏名が記載されており、以前の職場が厚和陸軍特務機関と記載されている。この記
載によれば、小村が日本軍特務機関から西北回教聯合会に派遣された人物であ り、西
北回教聯合会を実質的に監視 ・統制する立場にあったと考えられる[在張家口大日本
大国大使館事務所1944]。小村 は、晩年、1930年代に新彊省でイスラームに改宗 し
たことを日本人ムスリムの友人に語っており、小村が特務工作員として広範囲に活動
していたことが うかがえる4)。
実は、内モンゴル自治区フフホ ト市では小村は現在 もその名を知 られており、フフ
ホ ト市に滞在すると、回民の古老たちか ら昔話を聴かせてもらう機会が意外に多い。
例えば、小村の身の回りの世話をしていた古老(81歳、男性、フフホ ト市出身)は次の
ように小村のことを語っていた。
西北Ilil教聯合会σ)活動ヒ回民社会の{勧構造一 囲教肺 」噛北鐘声』
写真1西 北回教聯 合会 の幹部
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「1941年の秋、小村不二男は夫人を連れて東京か ら厚和市にやってきた。その当
時、小村は30歳すぎ、夫人は20歳そこそこだった。2人は小西街大興秦巷にある 「四
合院」に住み込み、同じ敷地内には高橋5)という日本人(西北事情研究所の職員)も
暮 らしていた。当時、私は11歳で、回民青年学校に通っていた。自分は第6期生で、
1学級の人数は50人。回民青年学校 には小村が関与 していた。ただし、 自分の学級
の教員は小村ではなく、山澤(または三澤?:筆者注)という30歳ほどの男性で、体
育の授業を受け持ち、早稲田大学の卒業生だった。
ある日、サ姓の知人(回民)が来訪 し、小村の夫人がやってきたので 「ボーイさん」
が必要だと言ってきた。私の家庭は貧 しかったので、「ボーイさん」になって身の回
りの世話をすることになった。小村夫妻は毎 日風呂に入 り、 コンクリー ト製の浴槽
にお湯を溜めるので、水汲み、湯沸かしなどを担当した。また、小村は馬に乗って出
勤 していたので、馬の世話(餌や り、手入れなど)も担当した。このように、小村 と
は常 日頃か ら接触 していた。
普段の生活で小村は軍服ではなく普段着で、回民青年学校の業務に従事 していた。
小村を指揮する上級機関は大東庁にあ り、小村はこの機関にいる50歳ぐらいの老人
に食料品を送 り届けるように私にいつも指示 していた。小村の業務は「回教協会」(西
北回教聯合会:筆者注)と関係があったようだ。その頃、小村はムスリムではなかっ
たが、ある人が言うには、小村 は清真大寺へよく足を運び、礼拝殿の外でクルアー
ン朗論に耳を傾けていたらしい。戦争がもう終わる頃、小村は突然、真っ黒な軍服
に着替えたことを覚えている(理由は不明:筆者注)。小村は1941年から1945年ま
で5年近 く厚和市に滞在 したと思う」(2010年8月フフホ ト市におけるインタヴュー
調査)
この古老は小村 と日常的に顔を合わしていたこともあ り、小村 に関する情報は非常
に詳 しい。若干の記憶違いがあるが(小村が内モンゴルへやってきた時期は遅 くとも
1938年)、示唆に富む口述資料である。例えば、小村は当初、単身で内モンゴルへやっ
てきたが、のちに夫人を呼び寄せ、夫人 とともに回民集住地区の 「四合院」に暮らして
いた。「四合院」とは集合住宅で、他の古老(66歳、男性、回民)の話によれば、回民が
所有する 「四合院」(66歳男性の母親の自宅)に住み込んでいたという(2015年8月フ
フホ ト市におけるインタヴュー調査)。また、西北回教聯合会や回民青年学校に小村が
積極的に関与していたことを古老の男性(81歳)が子 どもながらに認識で きていたこ
とは興味深い(小村 と普段か ら接触 していたか らであろう)。いずれにせ よ、小村が回
民の生活圏のなかで情報収集を行っていたことがわかる。
次に、西北回教聯合会の成立過程を確認しておこう。西北回教聯合会は張家口、帰繧、
包頭、大同にあった回民の団体を統合するかたちで組織された。つまり、 日本軍占領
前後、張家口には回教会6)(会長:李郁周)、帰繧には回教公会(会長:支馨)、包頭には
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回教公会(会長:楊 立堂)、大同には晋北回民聯合会7)(会長:王 輔)が存在し、これら
の団体が 日本軍の特務機関によって西北回教聯合会として統合された[呉愁功 ・王質
武1987:45-46;武莫勒2007:70]。それぞれの団体の詳細 に関しては文献資料が
ほとんど見つけられていないが、帰緩にあった回教公会に関しては若干の記述がある。
曹家回族の家族史を整理 した代林(回族)の記述によると、1937年10月以降に繧遠回
教公会が日本軍によって設立 され、清真大寺に 「総会」、ほかの清真寺に 「分会」が設
置 された。「総会」の会長を清真大寺の 「教長」(宗教指導者)だった楊観元、副会長を
駝駝運送業会社 「徳厚堂」の曹万(後述)、本部内の 「弁公処」の処長を丈馨(丈福堂)
が担当したという[代林2001:213]。代林の記述には、日本軍占領後、日本軍関係者
が この公会を組織 したと書かれているが、中華民国期に帰繧にすでに存在 した回民の
職業団体、例えば、帰緩市駝業同業公会(1933年頃成立)が利用された可能性 も考え
られる。いずれにしても、繧遠回教公会の幹部だった楊観元、曹万は両者 ともに清真
大寺の運営に関わる名士であり、現在でもその名を知 られている。
皿 西北回教聯合会の活動
西北回教聯合会の 「本部」は北門外の回民集住地区に設立された。旧帰化城の回民
の大多数は北門外(現フフホ ト市回民区の中心部)に暮 らしてお り、清真大寺、清真北
寺、清真西寺、清真南寺、清真東寺、清真東北寺 を中心にいくつものコミュニティが形
成 されていた。西北回教聯合会は清真大寺の裏手(東側)に 「本部」が設置され、その
場所は現在の回民医院の北側付近である。清真大寺が厚和市のなかで回民が最 も多い
モスクであったため、その裏手に 「本部」を設置 したのであろう。大寺 まで徒歩数分で
行ける距離である。
西北回教聯合会厚和支部結成時の宣言 と規約が1939年の 『回教事情』(外務省調査
部)に掲載 されているので、以下、引用する。
国共合作蒋政権が焦土戦術、ゲリラ戦術 に依って無享の地方良民を苦しめつ ・あ
る折柄、蒙彊厚和の回民は従来の消極的態度を棄て ・回民自体の福祉の為に奮起結
束を固め、反共救国の意図を明らかにして世界回民に意気 を示すこと・なった。
在厚和回教徒進歩分子は昭和十三年十一月十五日午前十時より厚和市東順城回民
小学校 に会して、活動に対応すべ き新会則 を制定、新会則に依る役員の選挙を行ひ、
越 えて十六日は同市公共会堂に於いて厚和支部結成回教大会を挙行、当日午前中に
は回民所の騎駝五十頭を以って遊行隊を編成し、滅共防共の標語を掲げて市中を練
り歩き、政府機関を訪問して感謝の意を表 した。更に日蒙傷病兵 を慰問し、午後三
時より公共会堂に於いて滅共防共西北回民の結束に関する宣言を可決した。
同夕六時より旧城大観劇院に於いて慶祝賀会を開催した。
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翌十七日には午前十時より回民小学校に於いて新会則の実施方法を協議し、並び
に聯合分会および分会役員の選挙を終了 した。
尚ほ張家口、大同、包頭の各支部結成完了を挨って、厚和に改めて西北回教聯合
会本部を設立すること・なり、従来の繧遠回民聯合総会は之に改組吸収さる ・こ
と・なつた。
西北回教聯合会の宣言及び規約は次の如 くである。
宣言
本回教聯合会成立此処に一年此の間蒙古聯盟自治政府の絶えざる援助、指導に依
り我が全蒙回民の教育社会方面空前の進歩を遂げ得たるは我々回民一同深 く感謝す
る所なり。
回教聯合会成立以来本会の使命は大に拡大され、而 して東は察南より西は包頭に
至る間、新政権指導の下に全西北回民の聯合、教権恢復の目的の為に適進 しつ ・あ
り。
西域は元来、回民発祥の地なり、西北は回民固有の地なり、然るに不幸にして世
界宗教の大仇敵たる共産党の不法盤幡する所となり、二十数年前より蒋政権下爲玉
祥、孫殿英近 くは朱毛等の共産軍閥、徒に回教寺院を破壊 し無享の人民を殺獄 し、
西北人民を塗炭の苦難に陥れた り。
此処に於て友邦は其の多大なる犠牲を顧みず世界人道の仇敵東洋平和撹乱の元凶
たる共産党を排撃削除せられたり。
弦に於て我々西北回民は一致団結厭起 し、友邦領導の下に防共戦線を拡大強北 し
共産党撃滅、東亜永遠の平和確立を以て本会組織拡大唯一の目的とし、協力適進せ
ざるべからず。
元来西北回民は教育文化高からず、今後一切の指導は偏に政府並に友邦の援助に
椅らざるべからず。
之即ち濁 り本地方回民の翅望致すところのみならず、又世界回民渇仰 して止まざ
'る所なり、此に謹んで宣言す。
成紀七三三年十一月十六日
西北回教聯合会厚和支部
(『回教事情』第2巻第1号:104-105)
この取材記事から西北回教聯合会の活動 目的を垣間見ることができる。今回にか ぎ
らず、公的な行事で強調されるのが 「滅共防共」の基本路線であり、中国西北の回教徒
(主に回民)が日本人と協力することが想定 されていた。西北回教聯合会の機関誌に綱
領が公布 されているので、その内容を吟味したい。『回教月刊(西北鐘声)』の記載に
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よれば、①回教民族之復興、② 日回提携之実現、③滅共鉄壁之強固、③清真精神之発揚、
④教育基礎之彙定、⑤回民生活之向上が五大綱領 として列挙 されていた。①は中国西
北に くらす回教民族(主に回民)の復興、②は日本人(大和民族)と回教民族 との連携、
③は滅共 ・反共 ・防共路線の強化、③は 「清真」、すなわちイスラームの精神の発揚、④
は回教民族のための教育基盤の確立、⑤は回民の生活向上(改善)を意味する。表1の
会則をみると、会員資格 として 「蒙彊、寧夏、陳西、甘粛、青海及新彊二居住スル回教
徒全体」と明記 されている。このことから、西北回教聯合会が西北地方全体の回教徒
(回民だけでなく、テユルク系ムスリムも含む)を活動対象 として定めていたことがわ
かる。詳細はさてお き、西北回教聯合会は、「回教民族」(主に回民)の復興を掲げる一
方、反共 ・防共路線のための日本人との連携を重視していた。後述するように、西北回
教聯合会の顧問は日本人が担当していたことから日本人との連携が組織運営上でも意
識的になされていたことが容易に想像できる。
このような綱領を掲げた西北回教聯合会は、具体的な活動として、蒙麗政権下の清
真寺の登録 ・管理、回民小学校および回民青年学校の設立、回教徒訪日視察団の派遣、
伊斯蘭婦女協会および回民青少年団の組織、モスクへの援助、座談会の組織などを企
画 ・実施 したことが記録されている。詳細については拙稿[2014]で報告 したので、本
稿では要点のみを整理する。
まず、『邦内回教調査概要』(1942年)の統計資料を参照すると、西北回教聯合会は
蒙彊政権下にあるすべての清真寺を登録 ・管理していたことがわかる8)。例えば、張
家口支部の管轄下には清真寺57寺、回民18,290名、大同支部の管轄下には清真寺6寺、
回民2,605名、厚和支部の管轄下には清真寺18寺、回民10,579名、包頭支部の管轄下に
は清真寺6寺、回民6,134名が登録されてお り(合計87寺)、清真寺の数 と所在地、信徒
数、男女別人数、世帯数まで詳細に調査 ・記録されていた[蒙古 自治邦政府回教委員
会(編)1942]。同様の清真寺調査は北京の中国回教総聯合会においても実施されて
いたが、 日本軍特務機関は自分たちの支配下にあるモスクを徹底的に把握 しておきた
かったのであろう。
清真寺のほか、西北回教聯合会は回民を対象 とした小学校および青年学校を設立 ・
運営 していた。蒙彊政権下の厚和市、包頭市、大同市、張家口市には回民小学校、回民
青年学校が各地域 に設立され、回民の青少年(少女を含む)に対する学校教育が実施
されていたことが確認されている。教員の大多数は回民で、師範学校卒の近代的な知
識人もいれば、清真寺でイスラーム諸学を修めた伝統的な知識人も登用されていた。
教員の出身地は内モンゴル、山西省、河北省だけでな く、北京、満洲国か ら招聰された
者もいた。学校の教育制度は近代的な普通教育を基本 としていたが、イスラームやア
ラビア語に関する授業 も開講されており、回民に対して 「文化的配慮」が意識的にな
されていたことがうかがえる。
例えば、厚和市の回民小学校に通ったことがある古老(81歳、男性、フフホ ト市出身)
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は次の ように述懐 してい る。
「6歳の頃、「回部小学」(回民小学校:筆者注)に入学し、国語や習字のほか、毎週、
アラビア語の授業(2コマ)が開講されていた。また、イスラームに関する簡単な
知識やクルアーンも教わった。当時の教員は馬翰林 アホン(宗教指導者に対する
呼称:筆 者注)だった。自分は4年生 まで進級 したが、生活が逼迫していたので学
校 に通えなくなった」(2010年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)
この古老の話に登場する馬翰林 とは清真寺で宗教指導者の資格 を取得 し、日本軍占
領後、清真大寺に開設された回民小学校でアラビア語の授業を担当した知識人であっ
た。彼の氏名は表3で確認できる。当時、馬翰林は37歳。1949年以後、文化大革命の時
期に 「右派分子」として打倒されて辛酸を舐めたが、1980年代に清真寺に再び勤務 し、
イスラーム教育に尽力した(2015年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。
表3厚 和市の回民小学校教職員一覧
支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
厚和 厚和市立回部小学校 王友三 校長 28 繧遠公学師範部
麻成 教員 26 山西省立第七中学
馬玉清 教員 29 緩遠省立第一中学高中
李秀貞 教員 20 巴盟師範学校
楊玉芳 教員 26 山西省立第三女子小学
楊秀清 教員 23 繧遠省立女子師範学校
呉椿 教員 24 繧遠省立第一中学
蘇亮 教員 33 繧遠省立師範学校
馬翰林 教員 37 北京阿文大学
丁瑞蘭 教員 22 善隣…回民女塾
甑威 事務員 28 繧遠正風中学校
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
表4厚 和市の蒙彊回民青年学校教職員一覧
支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
厚和 厚和回民青年学校 馬慶 校長 34 緩遠省立第一中学高級部
劉培毅 教員 21 巴彦塔拉麺盟師範学校
白逢辰 教員 59 晋北大同清真寺
馬正隆 教員 20 厚和回民青年学校
白永禎 事務員 25 厚和回民青年学校
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
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西北回教聯合会は、日本軍関係者の援助の ド、蒙艦政権 ドの回民を対象として訪 日
視察団を組織 した,,西北回教聯合会の本部 ・支部や日本軍の特務機関員が訪日視察団
の参加者を選抜 ・推薦 したII∫能性が高い。「'蒙膿」か らB本へ派遣 された回民の人びと
は日本軍関係者の案内によって日本各地を訪問 し、「先進国 日本」の見聞を広めた,訪
問先には、小学校、女学校、大学、研究所、病院、東京1り1教礼拝党、陸軍省、議i事堂、軍
病院、明治神宮、靖国神社などが選ばれており、臭居遥拝 までもが実施 されていた(そ
の時の様1へは写真に撮 られている),,当時、来日した回民の体験談は 『蒙彊新報』や 『回
教月刊(西北鐘声)』に多数掲載 されてお り、彼らがカルチャーショックを受けつつも
El本に感動 した様r一を知ることができる。また、回民女性の訪日視察団も組織 され、
回民の女性らも「蒙脳」から来目している、)写真2は、第1次蒙彊回教徒訪日視察団(1938
年)が亡命タタール人と茶話会を開催 した時の写真である。
写真2来 日 した第1次 蒙彊回教徒訪 日視察 団(1938年)
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東 京 の 亡命 タ ター ル人 た ち との 茶 話 会 、.
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写真3第2次 蒙彊 回教徒訪 日視察 団(1939年)
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出典:ltl・稲田大学図蒔館所蔵大ll本回教協会lli蔵写真資料
補足:第2次訪lI視察団には西北回教聯合会の副会長(曹英)、支部総務i三任(費致中)、本部
弁公室i・1任(馬験良)、張家lI支部長(李郁周)、包頭副支部長(呉愚功)らが参加した。
写真4西 北 回教聯合会張家 口支部長(李 郁周)(1939年)
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出 典:}IL稲川 大 学 図,ll:館所蔵 大H本IIIi教協 会 旧蔵 写 真 資 料
補足:伝 統 衣 装 を 身 に纏 っ て 起 、71した 男性(中 央 左)が 西北 回教 聯 合 会勇乏家1け ぐ部 長
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表5蒙 古連盟自治政府主催回教徒訪 日視察団(1938年)
氏名 役職 職業 年齢 出身地
金朝文 団長兼指導員 政府科長 32 奉天
池田徹男 指導員 政府政務員 25 静岡県
太田正夫 指導員 特務機関員 25 島根県
王潤 団員 騎駝商 36 厚和
逞廷柱 団員 騎駝商 23 厚和
曹銘亮 団員 騎駝商 19 厚和
劉玉 団員 騎駝商 40 厚和
孫宝善 団員 騎駝商 35 厚和
張英 団員 毛皮商 19 厚和
費廷璽 団員 毛皮商 30 厚和
郭玉璽 団員 学生 20 厚和
回殿元 団員 僧侶 30 包頭
楊仲瑞 団員 毛皮商 29 包頭
白玉衡 団員 教員 32 包頭
馬成漢 団員 僧侶 27 薩拉斉
馬登清 団員 雑貨商 34 豊鎮
馬駿 団員 毛皮商 25 隆盛荘
出典:『陸支密大日記』第55号(1938年)の表をもとに作成 した。
補足:駐蒙軍嘱託の田中春雄が視察団を引率した[善隣会(編)1981:123]。
表6第2次 蒙彊回教徒訪日視察団(1939年)
氏名 所属 職務 備考
横山進 大同特務機関 引率者
石金瑞 蒙彊聯合委員会 引率者(通訳)
丁学恭 蒙彊聯合委員会 引率者付(通訳)
氏名 年齢 支部 所属分会 役員 備考
曹英 39 厚和 厚和大寺分会 本部副会長
費致中 36 厚和 厚和大寺分会 支部総務主任
白世貴 25 厚和 厚和北寺分会 回教商業会長
馬験良 26 厚和 本部 本部弁公主任
劉萬山 22 厚和 厚和東寺分会 回教小学教員
白忠 22 厚和 厚和西寺分会 回教青年学校学生 青年
李郁周 41 張家口 張家口土爾溝分会 張家口支部長
沙幼良 34 張家口 龍関県王家楼分会 龍関聯合分会長
趙文亭 46 張家口 懐来県甘汲堰分会 宣化聯合分会長
王秀含 42 張家口 宣化北寺分会 宣化聯合分会長
李景華 57 張家口 張東四(寺?)分会 張家口市聯合分会長
馬聰儒 22 張家口 張家口市新民街分会 張家口市小学教員
呉懲功 33 包頭 包頭大寺分会 包頭副支部長
楊萬里 31 包頭 包頭大寺分会 包頭聯合分会総務主任
陳廣仁 26 包頭 包頭西寺分会 包頭西寺分会総務主任
馬成験 22 包頭 包頭南寺分会 青年監事 青年
馬鑛 38 大同 大同支部 評議員
馬忠 41 大同 大同支部 評議員
馬侃珍 26 大同 大同分会 青年 青年
出典:「陸支受大 日記』第5号(1939年)の表をもとに作成した。
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表5・表6をみると、蒙彊回教徒訪 日視察団では、日本軍特務機関の職員(1名)が回
民たちを引率 していたことがわかる。第1回では厚和特務機関の太田正夫、第2回では
大同特務機関の横山進が回民(第2回以降は西北回教聯合会のメンバー)を案内した。
厚和特務機関の太田正夫はフフホ ト市在住の回族の古老たちに現在 も覚えられてお
り、『呼和浩特回族史料』の回顧録などにときどき登場する人物である(太田は厚和市
で病死 し、その後、小村が着任 した)。第1回の団長を務めた金朝文は別名を孫伯陶と
いい、満洲国奉天出身の回民で、かつては李守信の部隊に所属 した軍人であった[李
士栄1988e:66]。蒙彊政権のために満洲国か ら動員されたのであろう。第2回視察団
以降は、西北回教聯合会がすでに成立 していたため、同聯合会のメンバー らが視察団
に参加 し、副会長(当時、会長は空席)、支部長 らが来 日した。同聯合会の幹部ではな
い者としては清真大寺、甘緩清真礼拝堂(現清真北寺)、清真東寺、清真西寺の管理責
任者や名士 らが選抜されていた。
このほか、西北回教聯合会は蒙彊政権下の青少年や婦女を積極的に動員 し、伊斯蘭
婦女協会、回民青少年団を厚和市、包頭市、大同市、張家口市に設立した。「伊斯蘭」と
はイスラームの中国語表記であ り、ムスリム女性を対象とした協会、回民の青少年を
動員する団体が各支部の主要な清真寺で組織されていた。顧問や指導官の名前に日本
人の名前があることから、これらの団体 も日本人の監督下に置かれていたことがわか
る。伊斯蘭婦女協会の主任顧問の是永は善隣協会回民女塾の教員である。回民青少年
団の指導官2名と嘱託1名は厚和 の日本軍特務機関あるいは善隣協会の職員だった可
能性が高い。
『回教月刊(西北鐘声)』第1巻第3期に厚和市の伊斯蘭婦女協会の結成典礼に関する
記事が掲載されてお り、伊斯蘭婦女会代表者、西北回教聯合会副会長(李郁周)、厚和
特務機関長(小倉達次)の紹介されている。ここで引用し、当時の様子を確認 しておこ
う。
厚和伊斯蘭婦女協会結成典礼
参加会員極為踊躍為空前未有之盛況
同時散放糖麺救済貧民
西北回教聯合会本部聾厚和支部共同発啓、得厚和陸軍特務機関之支援、発給基金
及開辮費、由在厚之有力回教婦女李逸群、邸紫雲、李秀貞、楊玉芳、劉雅仙、丁瑞蘭、
楊秀清、李慕貞等開会推定簿備委員、開始準備一切進行事項、裁至本月初旬大致簿
備就緒、連 日由本支部職員協助各婦女幹事出発沿戸連絡会員、並発給領糖証、貧民
証於十五 日午後二時正式挙行盛大之結成典礼、全市婦女会員於正午十二時即絡繹到
会、自動参加会員極為踵躍、大有人満之患、表現我伊斯蘭団結精神無遺、計貴賓到有
厚和特務機関長小倉達次閣下、末松補佐官殿、善隣…協会中田善水氏、長野医士杉崎
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看護婦、興亜院厚和連絡事務所青木所長、居留民会池原理事、通商委員会須永、菅野
両顧問、会長張廷璽、滅共突撃隊望日隊長、警察局岡島先生、巴盟民庁長胡克金台新
彊回民代表巴義、阿克白霧加。蒙彊新聞社、協進婦女会特派幹事九名参加、日本国防
婦人会派代表二人参加、此外到有婦女会員及貧民與走新彊之回民家族共七百余人、
聲本市各回教機関団体学校青少年団、全会場共到約一千五百余人、届時於天気清朗
空気緊1張裡振鈴開会、首由李逸群副会長報告簿備之経過及意義、後李秀貞邸紫雲分
用日漢文発表宣誓文、後由馬素蘭幹事発表役員、由丈支部長援與会旗、馬秀貞幹事
恭敬接援、然後伍由支支部長依全体役員之職務授与辞令、即分別由丈部長、機関長、
巴盟民政庁胡庁長、協進婦女会代表、本部副会長、致祝詞、最後由丁瑞蘭宣伝班長分
用日華語答謝詞、於是此空前未有之甚大典礼撮影後即円満閉幕、散会後本支部伊婦
会全体職員一斉動員発放糖麺、会員毎名発給赤糖一斤、貧民毎人発給白麺五斤、走
恰密者家族毎戸発給白麺五斤、赤糖半斤、直至晩七時許始行発放竣事。
宣誓文
當此競争生存的潮流中、我挙世三万人口之伊斯蘭民族、同時須要向前適進、欲期
発揚光大、還要男女一体分工合作、群策群力共同復興道路奔進、従今日始、吾等婦女
決願乗我伊之教旨、與本会之綱領、確実努力、以完成我等婦女之使命為帰宿、遵従要
項1
1効 法圖萎之行止
2促 進家庭之生産
3堅 守婦女之道徳
4遵 従家夫之教謳
5力 壼撫育之任務
以上謹誓。
厚和伊斯蘭婦女協会全体会員代表 藪廷蘭
小倉達次機関長閣下祝詞
徹人今天参加貴会結成典礼、能有恨多的会員前来参加恨是可慶賀的事情、婦女
会今後所作的事業宣誓文已経発表、傲人早知回教婦女対於社会事業恨是熱心的、
今後希望大家実行起来、也和男人椚一様的去辮国家大事、努力適進、大家都知道、
現在是非常時期、世界大勢不足、西北方面以及土耳其等地都是教胞有事的地方、
必須我椚一斉向前適進、達到結成伊斯蘭婦女会的目的才是。
厚和伊斯蘭婦女協会役員表
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会長 藪廷蘭
副会長 李逸群、邸紫雲
幹事兼総務班長 李秀貞
幹事兼宣伝班長 丁瑞蘭
幹事兼指導班長 楊玉芳
幹事兼連絡班長 楊秀清
幹事兼組織班長 劉雅仙
幹事 馬素蘭、何景茄、高寄捧、李慕貞、馬秀貞、馬繧遠
(『回教月刊(西北鐘声)』第1期第3期:19-20)
以上の取材記事によれば、厚和市の特務機関長(小倉達次)の氏名が明記されてい
ることをふまえると、イスラーム婦女協会が西北回教聯合会だけでなく、 日本軍特務
機関の支援の下、組織されたことを確認することができる。また、来賓の内訳に注 目
すると、厚和特務機関長の小倉達次、末松巌補佐官、善隣…協会の中田善水、医師の長野、
看護婦の杉崎、興亜院厚和市連絡事務所所長の青木、居留民会理事の池原、西北通商
委員会(後述)の須永と菅野、さらには新彊省出身のテユルク系ムスリム(例えば、来
日経験がある トフタバイ)らが招待されており、蒙彊政権下で日本軍と密接な関係を
築いていた団体や個人が西北回教聯合会の活動に陰に陽に関わっていたことを推察す
ることができよう。なお、厚和市のイスラーム婦女協会の会長は西北回教聯合会の会
長 ・副会長を務めた曹英の夫人であり、地元有力者の配偶者が会長に選出あるいは任
命されたのではないかと考えられる。
表7厚 和市の伊斯蘭婦女協会
地区 会長 副会長 幹部 会員数
厚和 弧庭蘭(37) 李逸群(30)
邸紫雲(23)
幹事
丁瑞蘭(22)、楊秀清(24)
楊玉芳(26)、劉雅仙(20)
400名
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
表8厚 和市の回民青少年団
地区 団(隊)長 幹部 団員数
厚和 青年団 幹部
厚和回教青少年団 麻勤(34) 白永禎(26)、馬慶(30) 50名
白逢辰(56)
少年団 幹部
伊玉山(26) 劉培毅(20)、馬正龍(20) 150名
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
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清真寺に関する活動に目を向けると、西北回教聯合会の 日本人顧問だった小村不二
男が厚和特務機関長(小倉達次)に働 きかけ、厚和市の清真大寺に 「望月楼」(ミナ レッ
ト)を建設 したことはよく知 られている[新保1999b]。実際、小村 は1980年代にそ
の経緯を自著で語っているが[小村1988:119]、詳細な情報を提供したわけではない。
『回教月刊(西北鐘声)』第1巻第3期に記念式典の様子が掲載されているので、記事を
引用 し、詳細を確認 しておきたい。
西北回教聯合会厚和支部発起、厚和陸軍特務機関支援、建築厚和清真大寺望月楼、
自本年二月與工修建以来迄今八閲月、其間該寺執事郷老等以不眠不休之精神、督導
工程、得到完美壷善之成績、裁至上月底已告工竣、遂於於本月ニー 日午後三時挙行
落成儀式、出席者計到有小倉機関長閣下、本部小村主任顧問、岩井、丸本、平野、各
顧問、善隣i協会長野大夫、杉崎看護婦、蒙彊新聞社記者、支部所属八寺教長及新旧郷
老、本支部全体職員、青年学校、青少年団、伊斯蘭婦女協会全体幹事、約四百余人参加、
振鈴開会後首由丈支部長報告建立経過:『略謂建立本寺望月大楼、自本年春即由曹万
郷老等発起、由本支部各顧問評議員之協助、並得小倉機関長末松補佐官之支援首先
掲助五千元、其後由各回教名士之掲助、募有一万余元之鉦歎、工程完竣後共計費去
二万五千余元、現尚庸二千余元、巳由曹万郷老塾付如此浩大工程能得到円満之成功、
皆為各方所賜殊深感謝。後由大寺阿衡代表念邦客(吉慶之意)、及朗訥天経首章、小
倉機関長閣下以 『諸位大喜』、為祝詞、最後由馬評議員致謝詞、略謂今天挙行望月楼
落成典礼、蒙機関長閣下各位来賓不避寒冷親臨参加指導、甚為感謝、回想自皇軍入
城以来、屡次援助我回民、使我回教得至復興之途、今此光明之望月楼工程円満完成、
徹人代表全市回民謹致感謝、撮影後即行祝宴、賓主直至晩六時許始蓋歓而散云。
(『回教月刊(西北鐘声)』第1期第3期:22-23)
当時の取材記事を読むと、清真大寺の ミナレット建設の式典には、厚和特務機関長
の小倉達次、特務機関顧問の小村不二男、岩井、丸本、平野、善隣i協会医師の長野、看
護婦の杉崎、蒙彊新聞社記者、厚和市の清真寺の宗教指導者(教長)と管理責任者(郷
老)、西北回教聯合会の本文 ・支部職員、回民青年学校、回民青少年団、イスラーム婦
女協会の幹事 ら(合計約400名)が参加 したことがわかる。また、清真大寺の管理責任
者であった曹万が発起人となったこと、個人的に寄付を行ったことも記されており、
清真大寺の一大勢力だった曹家の存在感を垣間見ることがで きる(地元有力者につい
ては後述する)。
このほか、西北回教聯合会は1944年頃、厚和市に清真女寺の建設を企画し、西北回
教聯合会を通 じて寄付金を募 り、建設に着手した(清真女寺は日本軍撤退後、1946年
に落成 している[武莫勒2007:75])。清真女寺は文字通 り女性専用モスクを指 し、
西北回教聯合会はムスリム女性に対する 「文化的配慮」としてモスクを建設 したので
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あろう。その当時の取材記事が 『回教月刊(西北鐘声)』第2巻第5期に掲載されている
ので、以下、引用しておきたい。なお、この清真女寺は東北寺の東側にあったが、2000
年代の 「危改」(危険家屋改築事業)の一環としての住宅建設で取 り壊されて しまった
(写真5は2000年の女寺)。
厚回教女寺即着手修建
已開始収集寄付金
西北回教聯合会本文及支部、並伊斯蘭婦女協会会長副以下各幹事、鑑於友邦之扶
助、彊内回教婦女事業日益発展、今為更進一歩促進婦女対教務之一致適往、特由在
厚有力回教士媛、曹英支馨邸紫雲等発起、興建厚和清真女礼拝寺、連日経発起人招
集賛助人及各寺執事郷老、以絶大之努力、一面継続募据、一面計画、現巳勘定旧東北
寺地趾、(新城道適中地帯)為建築女性新趾、已招標投附図様審議中、預計於本年底
将所募寄付金萬余圓、掃数収回、於明年新春即可開始興工修建云。
弦将建築女寺之掲拝啓及発起人賛助人探誌於下:
(中略)
発起人
曹英、3ζ馨、麻士珍、逮廷秀、曹湧、馬永祥、王有恒、楊福、敏泉、穆成龍、
丁亮、馬有才、白福宝、趙興旺、馬正文、韓興徳、曹世珍
賛助人
楊生茂、劉漢卿、孫光斗、楊萬元、馬永泉、呉榮、費致中、白世貴、馬慶、
弧廷蘭、李逸群、邸紫雲、丁瑞蘭、李秀貞、楊秀清、楊玉芳、劉雅仙
成吉思汗紀元七三七年八月口日
(『回教 月刊(西 北鐘声)』第2巻 第5期:32-33)
発起人 ・賛助人の内訳をみると、西北回教聯合会の幹部だけでなく、厚和市の主要
な清真寺の管理責任者や名士 らも清真女寺の建設事業に賛同 ・尽力していたことを垣
間見ることができる。例えば、西北回教聯合会の曹英、支馨、馬永祥、王有恒をはじめ
として、回民青年学校教員の馬慶、清真大寺の逮廷秀、曹湧、楊福、曹世珍、穆成龍、
趙興旺、馬正文、丁亮、馬有才(馬有財)、費致中、甘繧清真礼拝堂(清真北寺)の敏泉
が発起人 ・賛助人として名を連ねている。清真寺の管理責任者の内訳については岩村
忍調査団の調査報告書で確認することができる(表9)。
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写真5清 真女寺(改革開放期に修復 されたもの)
著二者 撮 影(2000{iモ1JJ、フ フ ホ ト 市)
FI本軍特務機i関は1941年西北回教聯合会の 「本部」の近 くに 「回民会館」とい う
宿泊施設を設置し、西北ll作や内蒙[作 に有益な情報を収集 していた[小村1988:
llO]、,後述するように、西北回教聯合会の関係者が回民会館の人事異動に関与 してお
り、回民会館は西北回教聯合会と無関係ではなかったので、ここで紹介しておきたい。
P.il民会館の設立場所は清真大芋の裏門か ら徒歩数分ほどの旧城北門外東順城街坪児巷
であった91、,この東隣に日本軍憲兵隊が駐屯していた[傳 世魁2001:207],、回民会館
の資金は厚和特務機関によって組織 された西北貿易通商会(責任者:張 廷璽)か ら提
供されており、日本軍特務機関の政治的意図が会館の運営に色濃 く反映 していた[傳
世魁2001:205-212]、,当時、回民会館に職員として関わった回民の男性(傳世魁、清
真南寺の管理責任音)が回民会館の活動 を回顧し、その記録が 『1呼和浩特回族史料』に
掲載されている、この男性の口述資料を引用 して具体的な様予を把握 しておこう。傳
世魁は小村が開設した回教青年学校で会計を担'IGすることになった[傳世魁20011
210]、,
1939年春,厚 和市出現r-/IN'"西北 貿易通 商会"。同吋,在 旧城北/」外 回民聚居
区4ミ順城街Jii几巷 斤没 ∫一 ↑"厚 和旅社"(后改名ノザ 回民 会笛"),{訂j接待 西北的
客 商1、会棺所tJi的地 翻:是李夙藻先生的、,我対通 商会和 回民 会笛成 立的来JE去豚及 其
内幕,当 吋 洋不知底細,以 ソv只是ノト商 劣管理'tti三庚的旅行服 劣社 而,,那吋,[月媛与西北
地 区通 商的人多是回民,而 西北 来的客 商中回民 也1、・}多。因此,迭 ↑会館的成立 井没
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有引起人伯的疑慮,似乎合乎自然 順泣客商民心。
1940年春,不知什ム原因,"厚和旅社"的経理逃鉋了,"蒙彊西北回教朕合会"厚
和支部的支部長丈福堂便劫員我去旅社当代経理。他和我悦,旅 社介方面的人都有,
恨不好摘,需要一介会"忽濡"(和稀泥)的人来稿,要我去忽濡一陣再悦。我 因摸不升
情面,便接受推若当了一介吋期旅社的経理。現在,我把我在"厚和旅社"和更名后的"回
民会棺"的一段蛭房回願如下,供有美方面参考。
"回民会棺"的資金来源是由西北貿易通商会(以下筒称通商会)提供的
。当吋給
了爾万元蒙彊票。会棺直接接受"蒙彊西北回教朕合会"厚和支部領尋。"通商会"是
在日本特各机美操鰍下,由 一介叫眼廷釜的人出面姐銀成立的。通商会里没有正、副
会長和委員若干人,遠 些人迭多是本市皮毛、略駝並的一些較有名望的鋒理。他佃中
的多数人是被迫干的,要不,他佃的冥雲便得倒囲,人也得逃亡[傳世魁2001:205-
206]。
傳世魁の話によれば、西北貿易通商会には顧問が少なからずおり、全員が日本軍特
務機関によって派遣 された日本人であったという。そのなかには宮崎、太田、須永、ほ
か2名がお り、彼 らが通商会を仕切っていた。通商会の任務 は内モ ンゴルと西北 との
貿易活動で、西北から購入 した毛皮、薬材などを日本軍に提供していた。また、同時に、
西北方面の政治、軍事、経済などの情報を収集し、西北の少数民族や宗教界の名士、軍
人を篭絡 し、回民軍閥の馬鴻逡と関係を築こうと企んでいたのではないかと回顧され
ている[傳世魁2001:206]。実際、回民会館 は西北出身の商人しか接待 しなかった
らしく、会館のなかにはムスリム専用の沐浴施設、竃(厨房)、礼拝場所(10名ほど収
容可能)が設置されていた。また、賭場 もあり、「花姑娘」(綺麗所)を日本人、軍人、警察、
憲兵隊、商人らに仕えさせていた。その一方、西北出身の来訪者(商人)らは厚和市に
到着すると、回民会館へ真っ先に赴 き、登記せねばならなかった。会館の宿泊費を支
払った後、自由に行動できる規定が設けられていた。西北から商人がやってくると、「特
別な使命」を負った人びとが会館職員の代わりに客人を用意周到に接待 した。その際、
商人や役人として身分を偽装 していた[傳世魁2001:207-208]。
回民会館の職員に目を向けると、傳世魁の前任者は歩という姓の人物で、その部下
には楊貴(回民青年学校の卒業生)がいたが、日本人(山本)との トラブルによって行
方をくらませた。傳世魁が経理に着任 した後、交福堂が助手をす ぐに派遣 した。この
助手は楊泰といい、もともとは茶館の経営者だった。会館の職員は多 くなく、経理、助
手のほか、李姓の簿記係、高姓の雑務係、購買部職員2名(邸姓、丈姓)がいただけであっ
た。このほか、回民会館にも日本人顧問がおり、須永唯史と小村不二男が担当してい
た。彼 らは宮崎雅志(厚和日本軍特務機関員)の指揮下にあった。小村は早稲田大学の
卒業生 を自称し、中国語を流暢に話 したlo)。また、小村は父親もイスラームを信仰 し
ていると言い、本人は清真大寺で礼拝をおこなっていた。1940年頃、小村は父親を厚
西北回教聯合会の活動と回民社会の権力構造一『回教月刊(西北鐘声)』を手掛かりとして一 81
和市に連れてきて、楊姓回民の 「院子」に住むようになった。回民会館のことは小村か
ら承諾を得なければならなかった[傳世魁2001:206-207]。
亙 西北回教聯合会の回民幹部
ここまで西北回教聯合会の成立過程と活動内容を整理 し、西北回教聯合会の全体像
をできるかぎり具体的に記述 したが、ここか らは回民幹部 らの人物像 に注目したい。
西北回教聯合会の回民幹部らは、他の回民と同様、出身地の回民社会に直接的あるい
は間接的に関わっていた。西北回教聯合会の幹部らが清真寺 とどのような関係にあり、
地元の回民住民から評価 されていたのかを考えると、回民幹部らの立ち位置を明らか
にすることができる。西北回教聯合会の幹部 らは日本軍特務機関の偲偏団体のメン
バーとなったが、それと同時に現地の回民社会の名士でもあ り続け、現地住民のあい
だでは大きな影響力を行使 しえた。特に、西北回教聯合会の会長 ・副会長を務めた曹
英(帰緩出身)は清真大寺を実質的に支配 していた曹家のメンバーであり、宗教指導
者の資格 を持っていた人物である。清真寺で伝統的なイスラーム教育を受けたことが
ある回民が日本軍占領後、偲偏団体に動員 されたが、その一方、回民社会内部で名士
であり続けたことは興味深い。このような回民幹部の立場の微細な変化を仔細に観察
することによって、日本軍占領期の回民社会の権力構造の実態を見極めたい。
まず、西北回教聯合会の幹部 を列挙 しておこう。前述したように、1942あるいは
1944年の時点では、会長が曹英(厚和)、副会長が3ζ馨(厚和)、李郁周(張家口)、評議
員が玉景萄(張家口)、王永煕(張家口)、麻永禄(大同)、馬孝(大同)、馬永祥(厚和)、
馬文仕(厚和)、楊萬里(包頭)、李口口(包頭)、支部長が李郁周(張家口支部長)、王輔
(大同支部長)、丈馨(厚和支部長)であった。厚和市に注 目すると、西北回教聯合会の
幹部に選出あるいは任命された者は曹英、丈馨、馬永祥、馬文仕(厚和)の4名である。
会長 ・副会長ともに厚和出身の回民の名士が務めたことは厚和市の戦略上の重要性を
物語っている。つまり、西北回教聯合会の本部は蒙彊政権下の厚和市に設置されたが、
これは厚和市には包頭市、大同市、張家口市よりも回民の人口や清真寺の数が多いこ
とを日本軍特務機関が考慮 したからであろう。その結果、西北回教聯合会の重要な役
職が厚和市の回民に付与されたと考えられる。
曹英は厚和市では非常に有名な一族(父系親族集団)のメンバーである。字は世亭。
43歳(回教委員会設立時)。曹家は清朝期に河北省槍州曹庄から移住 した一族である。
曹英の曽祖父(曹鳳岐)が最初に移住 した後、その息子(曹彦)が家畜販売 ・取引、騎
駝運送業に従事するようにな り、「徳厚堂」を開業 した。曹彦の子(曹廷旺)には4人の
息子、すなわち曹湧(曹』万)、曹瑞、曹英、曹鉦がおり、曹湧が 「徳厚堂」の経営責任者
とな り、騎駝運送業で巨額の富を築いた[代林2001:214-219]。厚和市には曹家のほ
かにも騎駝運送業で成功 した一族(例えば、福喜堂の楊家)もいたが、従業員や騎駝の
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多さ、活動範囲の広さなどでは曹家が群を抜いていた。
丈馨(1897-1951)も厚和市でその名を知られた名士であった。字は福堂。祖先の出
身地は河北省宣化であった(懐来県 という説もある)。44歳(回教委員会設立時)。支
馨は帰化城の小召半道街に暮らす商人の家庭に生まれ育った。支家 も曹家 とおなじく
騎駝運送業などで財 を成した一族であるという(2015年8月フフホ ト市におけるイン
タヴュー調査)。緩遠省立第一中学を卒業後、繧遠省警察庁、包頭警察隊、厚和市第二
鎮の政府機関、回部学校、回民公会などに勤務した。清真大寺の管理責任者を担当し
たこともある[政協呼和浩特市回民区委員会ほか編1994:348]。日本軍占領後、蒙
彊回民総公会(おそ らく西北回教聯合会の前身を指すが、詳細は不明)の委員を務め、
その後、西北回教聯合会に勤務 した。現在、支馨の曾孫がフフホ ト市で企業家 として
大成功 している。
馬文仕(1884-1961)は中華民国期 に私塾を運営 した知識人として有名である。祖先
の出身地は陳西省大蕩で、清朝期の回民蜂起の際、祖先が陳西から帰緩に移 り住んだ。
馬文仕の父は科挙の挙人で、私塾を運営 し、四書五経などを教えていた。馬文仕は幼
少期か ら英才教育を受け、中華民国期には帰緩市の役人を務めたことがある。1913年
には中国回教倶進会繧遠分会を組織し、副会長を担当している。また、甘繧清真礼拝
堂(現清真北寺)の創設者のひとりでもあった[政協呼和浩特市回民区委員会ほか編
1994:348]。馬文仕の孫には行政機関に勤務する者がお り、現在、フフホ ト市で歴
史研究に従事 している。
馬永祥については文献資料に記述が少ないが、岩村忍調査団の報告書によれば、馬
永祥の祖籍は山西省右玉で、清真大寺の管理責任者の1人であったことがわかる。職
業は騎駝運送業であった(表10)。また、それと同時に、馬永祥は厚和市に設立された
西北貿易通商会の総務部長を担当していた[武莫勒2007:70]。この西北貿易通商会
が 日本軍占領後の1939年春に組織されたことをふまえると[傳世魁2001:205]、清
真大寺の有力者であることを日本軍関係者に見込まれた結果、日本軍の経済政策に深
く関わっていた可能性が高い。
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表9厚 和市 における清真寺 の管理責任者
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清真寺 管理責任者・年齢 職業 原籍 補足
大寺 曹 湧(60)
楊 福(55)
馬永祥(52)
馬正文(60)
曹世禎(35)
穆承龍(48)
趙興旺(58)
白 福(58)
丁 亮(42)
韓興徳(45)
馬有財(58)
馬存[亙(59)
駝業
駝業
駝業
駝業
駝業
駝業
駝業
牙紀
小販
皮販業
駝業
駝業
河北槍県
華北
山西省右玉
北京
河北槍県
華北
華北
北平
華北
華北
陳西
河北槍県
地元有力者(追 加分)
曹英(47)駝業、河北濾県
1950年の時点(帰繧市政府資料)
教長:楊万禄
アホ ン14名
学生9名
郷老12名:曹万福、白忠義
一般信徒
男670名
女480名
東寺 喬連祥(60)
白玉(58)
サ富(56)
馬文玉(44)
劉玉(?)
王有和(?)
王有聲(?)
張福(?)
王翰(?)
丁順(?)
駝業
駝業
雑貨商
医師
皮毛商
駝業
駝業
肉業
皮毛商
肉業
帰緩
帰繧
帰繧
帰繧
帰繧
帰繧
帰繧
帰緩
帰緩
帰繧
1950年の時点(帰 縷市政府資料)
教長:劉富瑞(河 北槍県)
アホン5名
学生6名
郷老10名:馬験、白義
一般信徒
男871名
女701名
東北寺 孫光年(47)
楊生茂(46)
曹世祥(27)'
張福(28)
馬英(38)
郭亮(77)
張恩(56)
白占贅(40)
麻勤(35)
載瑞(44)
駝業
駝業
駝商
駝商
駝商
駝商
皮毛商
牛乳商
教師
駝業
帰緩
帰緩
帰繧
帰緩
河北槍県
山西大同
帰繧
帰繧
山西右玉
帰緩
1950年の時点(帰緩市政府資料)
教長:李 華芳(河北青県)
アホン6名
学生9名
郷老8名:楊 竹軒
一般信徒
男909名
女676名
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清真寺 管理責任者・年齢 職業 原籍 補足
南寺 楊萬(32)
馬孝(41)
傳世魁(36)
丁鉦(27)
楊貴(25)
肉業
肉業
飲食業
飲食業
肉業
北平
河北通県
山西右玉
北平
北平
地元有力者(追 加分)
楊向春(62)肉業、北平
楊逢春(60)飯館業、北平
馬五元(58)皮毛業、山西右玉
古玉(54)皮毛業、山西右玉
楊泰(44)経理、陳西
1950年の時点(帰繧市政府資料)
教長:王金琳(寧 夏霊武)
アホ ン?名
学生1名
郷老4名:白 全徳、朱耀
一般信徒
男71名
女74名
西寺 逮廷秀(32)
爲有恩(40)
王萬義(50)
楊崇徳(62)
白成福(45)
劉二口(52)
王有恒(55)
陳福(48)
張文乗(48)
張四(50)
王福(32)
王有禎(34)
駝業
皮毛業
駝業
駝業
牙紀
駝業
駝業
駝業
駝業
飲食業
飲食業
飲食業
河北槍県
帰緩
北平
帰緩
帰繧
帰繧
帰繧
帰繧
帰緩
帰緩
帰繧
帰繧
1950年の時点(帰緩市政府資料)
教長:馬 成(帰緩)
アホ ン5名 ◎
学生?名
郷老12名:逮廷璽
一般信徒
男497名
女470名
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新城寺 張興旺(42)
劉金旺(48)
馬相信(46)
劉君(63)
肉業
農業
駝業
食料品
河北槍県
河北槍県
山西右玉
華北
1950年の時点(帰繧市政府資料)
教長:時 鴻賓(河 北塩県)
アホン1名
学生1名
郷老5名:劉 英
一般信徒
男115名
女lll名
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清真寺 管理責任者 ・年齢 職業 原籍 補足
北寺 周学仁(32)
藩潔如(40)
楊兆栄(30)
唐宝山(50)
安殿瑞(50)
王寛(28)
馬寛(30)
馬子栄(40)
馬銘(30)
馬亮(35)
劉玉凱(48)
皮毛業
皮毛業
皮毛業
皮毛業
糧業
騎駝宿
飲食業
飲食業
無職
駝業
皮毛業
寧夏呉忠墾
青海
寧夏呉忠墨
帰緩
帰繧
帰繧
帰緩
大同
帰繧
帰繧
帰繧
地元有力者(追 加分)
敏泉(40)駝業、青海
白鑑堂(56)点心製造業、大同
1950年の時点(帰緩市政府資料)
教長:馬生璽(寧夏)
アホ ン26名
学生10名
郷老12名:王寛、白子美、馬亮
一般信徒
男506名
女473名
車姑寺 金徳亮(50)
金玉(28)
馬徳山(76)
飲食業
飲食業
無職
河北沙河
河北沙河
河北通県
1950年の時点(帰繧市政府資料)
教長:石栄昌(山東済南)
アホ ン1名
学生1名
郷老10名:金徳亮
一般信徒
男131名
女120名
出典:『中国回教社会の構造』(1949年・1950年)の表をもとに作成した。
補足:1950年時点の統計資料は帰繧市政府の資料(『呼和浩特回族史料 第4集』に掲載されてい
る)。
ここで、曹英を輩出 した曹家に注目したい。曹家はその経済力を背景 として清真
大寺の管理運営にも深 く関わっていた。清真大寺 は厚和市を代表する最古の清真寺
であるが、曹家のメンバーが清真大寺の最高管理責任者を担当していた(表9)。曹英
(1897-1970)は帰化城に生 まれ、幼少期に清真大寺でイスラームを学び始め、北京や
天津の清真寺を転々とし、錦州の清真寺に「教長」として勤務 したことがある。その後、
曹英は30歳の頃、故郷に帰 り、清真大寺の阿文大学(イスラーム学校)の教員 となっ
た[代林2001:224-225]。厚和市では曹英は清真寺の 「教長」をあえて担当しようと
しなかったが(モスク内の トラブルを回避するために)、学識のある人物 として後世に
名を残 している(2014年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。岩村忍 らが実態
調査を実施 した際、清真大寺の最高管理責任者(郷老)は曹湧であった(表9)。曹湧は
曹英の兄にあたり、前述 した騎駝運送業者 「徳厚堂」の責任者でもあった。曹家が清真
大寺の実権を掌握 していたことは容易に想像できよう。
蒙彊政権下の回民を調査 した日本人研究者岩村忍にとって曹家が印象深かったら
しく、「帰緩の曹氏は内蒙古第二の富豪」と調査報告書に書かれている[岩村1949=
53]。岩村の発言を裏付ける調査資料が西北事情研究所によってまとめられている。小
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村不二男によって開設 された西北事情研究所は厚和市の回民の駝駝業者を調査 したこ
とがあり、その調査によれば、「徳厚堂」は、当時、187頭の酪駝を所有 し、酪駝の数が
厚和市全体で2番目に多かった(騎駝の数が最も多かったのは 「徳厚堂」と同じ系列 と
おぼしき 「崇徳堂」で、210頭の騎駝を所有 していた。詳細については 「厚和市回民酪
駝業者一覧表」を参照されたい)。
曹家の兄弟のうち、日本軍関係者 と最 も接触が多かったと考えられる人物が曹英で
ある。ここからは西北回教聯合会の会長 ・副会長 を歴任 した曹英がどのような考えを
抱 き、公の場でどのような発言を行ったのかということに注 目し、回民幹部の主張や
立場にみられる特徴 を考えてみたい。曹英の発言内容が 『回教月刊(西北鐘声)』に掲
載されているので、以下、取材記事の原文を引用する。まず、第1巻第4期の 「西北回
教聯合会本部3周年紀念」に曹英の挨拶文が掲載されている。
當此世界極度動乱的今日、時値本部成立三周年紀念、我椚却不要在這裡挙行慶祝
忘記了目前国際情勢的演変、我椚鷹該以撫往追今的態度、検明我椚回教民族的立場。
自友邦日本為掃除東亜新秩序建設進程中的魔障、決起與英美周旋以来、已経過去
好些時日、由於友邦所持戦争目的的純正與大方、所以自来戦況之居於優勢、是意料
到的事情、我偶非特同情友邦的聖戦意旨、與以精神上之援助、並且宜更進一歩得信
頼友邦領導亜洲民族建設新秩序的偉大事業、在興亜滅共之原則下、我回教民族始終
與友邦協力、同甘共苦、完成本身所担負之使命、這次的 日美戦、我椚由於各方面的検
討結果、必勝券定可操諸於友邦之手無疑、僅以団結力之強弱、便可察知戦争的演進
勝負、美国以地大與民族複雑在団結上、已形成 自然之劣勢、所以在他的戦争前途、一
定不会有光明的希望、這是毫無疑意的事情。
今天大家来慶祝本部成立三周年紀念的盛大式典、不但慶該来検討過去三年来的経
過工作、於友邦援助之下、給我イ門一般回民的安寧與幸福、而深感有敬謝之必要、同時
當此重大時局演変中的今日、我椚更要以力之所能及者、協助友邦共慮時難、我個要
一致本着我椚愛護宗教的精神、愛護我椚的東亜、打今天起、大家一同携手分工合作、
使於本部四周年紀念的時候、要掌出我椚在事業上努力的偉大供献、才是我椚的股切
期望。
大家知道一個民族在他復興的過程中間、一定要経過根多難難困苦的情勢、但是我
椚決不要因為遭遇着一時的打撃、就不肯来努力我椚的事業、要以再接再働的態度、
為復興我椚的民族来輩固我椚的會髄、最後希望大家一致団結起来、共同鷹付現世界
的危急情勢。
(『回教月刊(西北鐘声)』第1巻第4期:19-20)
西北回教聯合会成立3周年記念行事で曹英は、当時の国際情勢に目配 りしたうえで、
「東亜新秩序」の建設、「興亜滅共」の原則、日本の 「聖戦」への支援、「東亜」の愛護の
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重要性を指摘 しながら、「我らが回教民族」の立場を明らかにし、「民族復興」のための
団結を強調 している。このほか、『回教月刊(西北鐘声)』第2巻第2期に回教委員会成
立時に曹英が発表 した経過報告(題 目は 「深承盟邦 日本理解得使回民地位提高」)が掲
載 されている。この報告文にも曹英の主張や態度が表れているので原文を引用 してお
きたい。
深承盟邦日本理解得使回民地位提高
曹副委員長報告成立経過
本 日於軍、及政府諸賢俊之光臨、以復興我等回教民族為 目的、而為我自治政府行
政機構之一部、本回教委員会之開庁式、於各方面絶大援助之下、得以挙行、實不勝欣
快之至、彊内在住之回教徒、共数約八万鯨、概由寧夏、甘粛、新彊、諸方面移来者、
故就民族的血統言之、實有不可分離之態、至於在東亜各地之回民、於一貫教義之下、
亦有緊密聯帯関係、現在就彊内面言、其最顯着者、即在経済和思想方面、関於経済、
由西北一帯輸入彊内之物資、如羊毛、皮革、雑穀等、毎年約達数千萬元之巨其由天津、
北京方面輸入之雑貨等、亦多由回教徒之媒介、直接間接的通其有無、形成経済之繁栄、
至於思想方面、向以宗教為出発点、具有特殊之堅強伝統教義、絶対不容其他邪教之
鼓惑、純本乎堅強之教義、為人類和平自由之正義而適進、故此彊内回教徒、対於共匪、
及非正義之邪説、深悪而痛絶之、無疑的、自然形成一防共之壁墨、實與東亜新秩序之
建設、同其趣旨、所以事変後、深蒙盟邦日本皇軍之理解、及種種維護、全蒙教民、莫
不感受恩恵、得以安居楽業、従此教民脱離旧政権之厭搾及岐視、完全獲到解放、更在
當地軍部支撹援助之下、成立西北回教聯合会、及各地回教支部、従容発展我教民之
一切事業、確保我等之権利、其後於去年六月間、政府機構改革之下、予以莫大愛護及
支援、成立回教委員会、形成政府行政機構 之一翼、提高我回教民族地位、発展我等之
教育、経済、積極的活躍協力於我回教之復興、得以充分発揮我民族之優点、努力於各
民族之融和、一致協力、熱烈擁i護我蒙古政府、向明朗楽士上適進、現在東亜全民族復
興之期己至、各民族無不互相提携、由於東亜盟邦 日本領導下、向大東亜戦争協力之
途進展、我南方回民、亦於此時、為我等大東亜建設之一員而登場、故彊内我等回教徒、
負有促進全東亜回教民族之自覚、和団結之偉大任務、而向建設大東亜共栄圏坦途上
適進、貧定東亜之永久和平、為全東亜人類増進福利、庶幾不負斯會之成立、尚翼各長
官及各来賓時時予以指導予以支援、至所彫}薦焉。
(『回教月刊(西北鐘声)』第2巻第2期:26-27)
回教委員会とは1942年2月に蒙古聯合自治政府内に設立された回教事業に関わる委
員会であ り、西北回教聯合会の幹部らが委員に選出された。西北回教聯合会はあくま
でも民間団体であったが、回教委員会は行政機関の一部である。したがって、蒙彊政
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権下の政治に対 して回民が参画できるようになった という点で回教委員会の設立は
回民にとって画期的なことであった。この報告で曹英は 「蒙彊」の回民が東アジア全
域の 「回教民族」の自覚および団結を促進する責任を負っており、「大東亜共栄圏」に
向かって適進 し、「東亜」の永久平和 を打ち立てることが強調 されている。このほか、
1943年9月21日、西北回教聯合会が回教委員会の指導下、回民意識昂揚大会を開催 し
た際、曹英が厚和市の回民を代表して「協力完遂大東亜聖戦」という訓示を述べている。
當此拡大実践興亜建設協力聖戦的今日我偶蒙彊回民首要的問題就是研究教典。発
揚教義。大家知道研究教典発揚教義。是復興回教。協力聖戦的主要工作。也就是西北
回教聯合会成立意義的重要綱領。這不但是復興回教的最高原則。而同時也是協力聖
戦確保回民宗教信徳的唯一途径。西北回教聯合会為了発揮回教教義的真理。強化回
民協力聖戦的理念。鋭意。實行教典研究工作。本年初夏以来。曾経一再挙開座談会。
研究回教教義。得到許多成績。事實昭然已在人耳目。
我椚一面鷹撤底明瞭興亜建設本質。一面更須力求整備自身樹立不動的宗教信徳。
以完成協力聖戦的責任。年来西北回教聯合会対回教民衆的領導。発揚教義的推動。
着々不遣鯨力。特別是発揚教義。熱烈展開的今 日集合在厚各位教長、各大阿旬的総意、
適進教義研究工作、必須由教義的理論原則、粛正回民的思想、発動回民的自覚、撤底
覚悟教義的真理、堅實把握宗教的信徳、発揮総力適進於興亜建設完遂大東亜聖戦的
使命。
(『回教月刊(西北鐘声)』第3巻第3期:21-22)
1
この大会の訓示で曹英は 「日本の"聖戦"に協力することが主要な任務であり、西北
回教聯合会成立意義の重要綱領でもある。これはイスラームを復興させる最高原則で
あるだけでなく、"聖戦"への協力が回民の宗教的な信念や道徳を保証する唯一の方法
である」と言い、「西北回教聯合会はイスラームの教義の真理を発揮するために存在し、
回民が"聖戦"に協力する理念を強化する」と説明 している。日本の戦争を 「聖戦」と
あえて表現 し、日本軍への協力を回民に訴えたことは興味深い。
これらの発言からわかることは、-曹英は日本軍関係者に謝意を示 し、大東亜戦争を
日本の 「聖戦」として捉え、東亜新秩序の建設への協力姿勢を対外的にはっきりと示
していたことである。当然のことなが ら曹英の発言を字義通 り捉えてはならず、日本
軍関係者に対する社交辞令だと考えるべきであ り、曹英の言葉から本心を窺い知るこ
とはできない。ただし、ここで注 目すべ きは、曹英がイスラームや 「回教民族」(また
は「回民」)の復興を強 く主張し、中国の回民や回民を含むムスリム諸民族のエンパワー
メントを念頭に置いていたことである。あ くまでも推測の域 を出ないが、曹英は突然
侵攻 してきた日本人に対 して服従の態度を見せなが ら、 日本軍の支配のもとで回民あ
るいはムス リム諸民族の地位向上を望んでいたと考えることができよう。
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曹英だけでな く、清真大寺の曹家には日本軍関係者に関わった者が複数存在 したが、
当然のことながら、同じ曹家のメンバーといえども、日本軍関係者に対する態度や評
価には個人差がみられる。西北回教聯合会の機関誌や 『蒙彊新報』の記事を読むと、曹
英は西北回教聯合会の活動 に積極的に参加 していたようにみえるが、その兄(曹万)
は日本軍関係者に対 して強烈な嫌悪感を抱き、接触を回避 しようとしていた。厚和市
の日本軍特務機関が蒙彊回教徒訪日視察団の派遣を西北回教聯合会とともに企画 ・準
備した際、特務機関員の太田正夫が曹万に訪 日視察団に参加するよう 「助言」したこ
とがあったのだが、その際、曹万は日本渡航になかなか承諾せず、結局、息子を代役
として訪 日視察団に参加 させている[代林2001:242-234]。曹万の事例 とは対照的
に、曹英は訪 日視察団に数回参加 し(少なくとも第2回訪 日視察団に参加 した記録が
ある)、日本滞在の体験 ・経験を肯定的に語ることが多 く、来日後、「日回民族」の共通
性 を「発見」し、感嘆 していた(詳細については拙稿[2013:77-78]で紹介 した)。曹英
の場合、西北回教聯合会の重要な役職に就任 したことが彼の政治的立場を大きく左右
したのであろう。同 じ父系親族集団のメンバーであるといっても政治的な思想や立場
が一様ではなかったことに留意することは重要である。
V清 真寺の管理運営と権力構造
ここまでの記述か ら西北回教聯合会の活動および幹部らの背景を把握できた。ひき
つづき、西北回教聯合会の管轄下におかれた清真寺の管理運営 と権力構造について言
及しておきたい。『呼和浩特回族史料』に掲載 された回顧録や筆者が調査地で収集した
口述資料によれば、日本軍が1937年から1945年まで占領 した期間、清真寺の管理運営
や人事異動に日本軍はほとんど干渉 しなかった可能性が高い。当然のことなが ら日本
軍は西北回教聯合会を通 じて清真寺を登録 ・管理 したり、回民の教育施設を設立 ・運
営 したりすることによって皇民化政策を強行 したが、清真寺における管理責任者の選
出、宗教指導者の任命 ・罷免、宗教学生の受け入れ、伝統的なイスラーム教育や儀礼遂
行などに関しては、清真寺 と中心 とする回民社会の自治を1937年以前 と同様に容認 し
ていたと推察できる。
本稿の前半でも述べたように、 日本軍の占領後、西北回教聯合会は地元出身の回民
(特に清真寺の管理責任者)を会員として招集し、幹部職に就かせたが、西北回教聯合
会が清真寺の伝統的な管理運営を変革することはなかった。このため、西北回教聯合
会は日本軍特務機関の偲偏団体ではあったが、回民の幹部 らが清真寺を中心 とする回
民社会のなかで威信 を失墜することはなかった。実際、現在、フフホ ト市にくらす回
族の古老たち(日本軍占領期 を知る戦争体験者)に は回民幹部 らを悪 く言う者は極め
て少なく(完全にいないとは言えないが)、同情的な態度を見せる者が大多数である。
西北回教聯合会は日本軍特務機関の実質的な管轄下におかれていたが、もともと清真
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寺の名士であった回民幹部 らにはある程度の発言権が許容 されており、 日本軍特務機
関と清真寺 とのあいだで両者の利害を調整する「仲介者」(調停者)としての役割を担っ
ていたからだと考えることができよう。
西北回教聯合会が設立 された後 も清真寺内部の管理運営の仕組みに大 きな変化は見
られなかった。中華民国期に関しては、 日本軍が撤退する1945年あるいは中華人民共
和国が成立する1949年までの問、 どの清真寺 も 「郷老」という管理責任者 ら(地元有
力者)が一般信徒の代表 として 「教長」(宗教指導者)を雇用 ・解任 し、儀礼 を企画し、
喜捨などの寄付金を管理 していた。日本軍占領期、清真大寺には 「郷老」が12人お り、
厚和市の清真寺のなかでは「郷老」が最も多かった(表9)。大多数の 「郷老」の祖籍(祖
先の出身地)は他省であるが、本人たちは厚和市(旧帰緩市)生 まれの者である。「郷
老」の任期は3年で宗教指導者の 「教長」(後述)と同 じであるが、1年の事例 も散見 さ
れる[岩村1950:42-43]。厚和市全体では、「郷老」の場合、最高齢が77歳、最年少が
25歳であった。現在、フフホ ト市にある清真寺の管理責任者に40歳代以下がほとんど
いないことを考えると、青年層が管理責任者 として参加できていた1949年以前の状況
は興味深い。
宗教指導者 に関していえば、「教長」(清真寺に正式に勤務するイスラーム学者を指
し、「開学アホン」ともいう)が招聰 され(1人)、その補佐役 として 「イマーム」(礼拝
指導者)、「ムアッズィン」(礼拝呼びかけ人)、「ハティーブ」(説教師)、「ムフティー」
(裁判官)、「散班アホン」(宗教指導者の資格 を正式には取得 していない者)らが配置
されていた。日本軍占領期、清真大寺には 「教長」、「イマーム」、「ムアッズィン」、「ム
フティー」、「散班アホン」、清真東寺には 「教長」、「イマーム」、「ハティーブ」、「ムフ
ティー」、「散班アホン」がいたことが表10からわかる。一般的には、「教長」は出身地
の清真寺ではなく、外部(他地域や他省の清真寺)か ら招聰されることが慣例となっ
てお り、任期制(3年)を適用 されていた。その他の補佐役には世襲制が適用されてい
た[岩村1949:85-95]。なお、清真大寺の 「教長」だった劉富瑞は曹家 と姻戚関係に
あり、宗教指導者 と管理責任者 との間には姻縁関係にもとつ く「関係」(guanxi,コネク
ション)が形成されていたという(2015年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。
このように、清真寺内部では、「郷老」にしろ、「教長」にしろ、一般信徒たちが全体
で協議 し、選出 ・招聰 ・解任 を決定する方法が慣習として共有されていた。この慣習
の起源については文献資料によって解明することが非常に難 しいが、中華民国期に始
まった制度ではなく、それ以前から適用 されていた可能性が高い(もちろん選挙制で
はなく、世襲制が浸透 していた地域 もあった)。当然のことながら、例えば、厚和市に
ある清真大寺のように、曹家のような特定の父系親族集団が主導権を掌握 し、人事異
動を牛耳っていた事例はあるが(1949年以前 も以後 も独裁的な手法は観察可能であ
る)、日本軍の占領後、清真寺のなかで醸成 されてきた伝統的な慣習が 「上から」廃止
されることはなかったと考えられる。
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清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学生 ・年齢 ・原籍 補足
大寺 教長
劉富瑞(60)河北槍県 劉徳輔(22)河北槍県 一般信徒
イ マ ー ム 劉月起(31)河北槍県孟村鎮 2,338名453世帯
劉玉林(47)帰繧 劉口祥(30)河北槍県 男1,244名
ム ア ツ ズ イ ン 劉祥林(26)河北槍県 女1,094名
馬英(24)帰繧 王生雲(26)帰繧
ム フ テ イ ー サ寛(21)帰繧
馬貴(85)帰緩 劉禎(21)帰繧
散班アホ ン(8名)
東寺 教長
李乗真(62)河北槍県 馬栄光(31)河北宝抵県
イ マ ー ム
劉徳魁(46)帰繧
ハ テ ィ ー ブ
陳四(28)帰繧
ム フ テ イー
穆成光(32)帰繧
散班 アホン(2名)
東北寺 教長
回紹光(43)河北槍県 何廷栄(28)河北通県 前任教長は劉永祥
回乗哲(20)河北槍県 1944年5月20日逝去
底忠美(24)河北正定県
サ鳳桐(19)河北通県
南寺 教長
海潮寛(67)帰緩
西寺 教長
唖
サ国瑞(?)河北槍県 代理教長:
ム ア ツズ ィ ン 劉乗蘭 山東海豊県
張錫芝(?)宣化
散班アホン
邪福(32)帰繧
新城寺 教長
馬文瑞(40)河北定県 王京光(20)河北天津
北寺 教長
金徳海(?)河北北平 王殿元(?)河北北平
白貴軒(?)山東徳平県
白耀仁(?)山東徳平県
白長栄(?)山東徳平県
馬雲卿(43)河北槍県
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清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学生 ・年齢 ・原籍 補足
車靖寺 教長
劉連恵(43)河北槍県
出典:『中国回教社会の構造』(1949年・1950年)の表をもとに作成した。
補足:1950年時点の統計資料は帰繧市政府の資料(「呼和浩特回族史料 第4集』に掲載されてい
る)。
しかしなが ら、 日本軍関係者が清真寺関係者に働 きかけを一切行わなかったと判断
するのは早急であろう。例えば、日本軍占領期、厚和市の甘繧清真礼拝堂(現清真北寺)
には金徳海 という宗教指導者がいたが、1945年、 日本軍特務機i関の虚田正季(須 田正
継:筆 者注)が金徳海のもとを訪問 し、 日本がイスラーム大学の建設を厚和市に開設
する予定があると伝えたという。金徳海は日本側の思惑を見抜 き、日本人に協力しな
い立場を貫 き、清真寺の宗教指導者 を秘密裏に辞任 し、天津へ移 り住んだ[希吉拉
2000:230]○
そのほかの事例としては、小村不二男が清真西寺の近 くに住んでいた白貴庚の自宅
を頻繁に訪問していたことを白貴庚の子 どもや孫か ら聴かせてもらったことがある
(2004年2月フフホ ト市におけるインタヴュー-SU査)。白貴庚は清真西寺で宗教指導者
を務めたことがあ り、厚和市では有名な宗教指導者の1人であった。1949年以前、清
真大寺と甘繧清真礼拝堂(現清真北寺)とのあいで論争が発生したことがあり、白貴
庚はその際に仲裁役を務めた人物である。中国イスラーム内部には 「教派」という学
派のような概念があり、基本的には同じ法学派(ハナフィー法学派)ではあるが、教義
や慣習の解釈が異なるため、「教派」が異なると、清真寺を別々に運営 した り、通婚 し
たりしないことが1949年以前は一般的であった。清真大寺は伝統派、甘緩清真礼拝堂
は改革派であり、葬礼の形式をめぐって双方の信徒の間に口論 ・傷害事件が発生 した
ことがあった(岩村[1950:67]で類似の事例が報告されている)。その際、白貴庚は
調停役 として伝統派と改革派の双方の見解を尊重 し、揉め事をおさめたという(2004
年2月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。このように宗教界で影響力を行使 しう
る名士に小村は頻繁に接触 し、厚和市の清真寺や回民社会の内情を深 く探ろうとして
いたのであろう。
Wお わ りに
本稿の内容を整理しタう。本稿では 『回教月刊(西北鐘声)』の記事を手掛か りとし
て、まず、西北回教聯合会の成立過程および活動内容を具体的に記述し、日本軍特務
機関が西北回教聯合会およびその活動を規制 ・左右する側面を明らかにした。その後、
西北回教聯合会に参加 した回民幹部の背景、人物像、主張、立場を当時の発言内容か
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ら衆 り出すことによって、回民幹部の立場性を見極め、回民幹部 と清真寺 との有機的
な連携関係(回民幹部が 日本軍占領後 も清真寺に信徒 として帰属 し、清真寺内部で影
響力を行使できたという意味での持続性)を明 らかにした。
曹英が 日本軍特務機関の偲偏団体の代表 となったにもかかわらず、厚和市の回民社
会で強大な力を持ち続けたのは、 日本軍占領以前か ら曹英が清真大寺で名声を獲i得し
た人物だったからであり、西北回教聯合会の成立後も伝統的な回民社会の利益(つ ま
り、清真寺の信徒らの利益)を保護 しようとしたからであろう。曹英は文化大革命の
最中に紅衛兵 らによって打倒され、道路を掃除する清掃員 となったが、周囲の回族た
ちが どちらか といえば擁護 したため、熾烈な迫害を受けなかったと地元の古老たちが
口を揃えて証言 していた(2015年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。文化大
革命の際に 「右派分子」と誹誇中傷の標的とされ、重傷を負った宗教指導者が他にい
たことを考えると、曹英は清真大寺の名士で信望が厚かったがゆえ周囲の回族たちに
守ってもらえたことは十分考えられる。もちろん単なる名士 というだけでは周囲の信
頼を得ることは不可能で、曹英は宗教指導者の資格を持ち、一時期、「教長」として招
聰することが大寺のなかで検討されたことがあるほどの知識人であった。
本稿では厚和市の清真大寺に所属 していた回民幹部、特に西北回教聯合会の代表
(曹英)に焦点をあわせ、日本軍主導の回民工作と地元回民との力関係を具体的に分析
しようとしたが、現時点でも解明できていないことがある。それは、西北回教聯合会
のなかには回民幹部が数多 く存在したが、中国国民党や中国共産党が現地を支配下に
置いた後、すべての回民幹部が 「回好」(回民の裏切 り者)として粛清 ・処刑されたわ
けではなかったことである。例えば、西北回教聯合会の会長 ・副会長を務めた曹英は
1949年以後、中国国民党あるいは中国共産党(諸説ある)の取 り締まりを恐れ、一時
的に姿をくらましたが、結局はフフホ ト市に舞い戻ってきた。日本軍特務機関の偲偏
団体の代表を務めたにもかかわらず、厳罰に処せ られることはなかった。
これとは対照的に、丈聲(丈福堂)は悲惨な死を遂げた。Illt福堂は西北回教聯合会の
副会長や厚和市部長を務めた人物であり、1951年に銃殺刑に処せられている。おそら
く支福堂が他の幹部らより日本軍に協力的であったと判断されたからか、あるいは、
支福堂が中国共産党の社会主義建設に消極的な態度 を示したか らなのかもしれない。
3ζ福堂の遺族たちは、1949年以後、3ζ福堂が中国共産党に加入した回族に意見あるい
は反論したことがきっかけとなって粛清の対象とみなされたのではないかと推察して
いた(2014年10月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。
西北回教聯合会張家口支部長を務めた李郁周の場合 日本が敗戦した後、李郁周は
善隣協会回民女塾の日本人教員(是永俊子)に対 して次のように語ったという。「民族
間の意志の疎通が戦争 となり、今 日に到ったが、我々の子供の時代には、互いに手と
手を取 り合って仲良 く往来できる時代の来ることを信 じている。回教徒の娘達がほん
とうにお世話になりました。感謝 しています。先生方はお身体を大切にして日本へお
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帰 りください。自分の運命は覚悟 していますから」[是永1981:197]。李郁周の発言
から推察すると、李郁周は中国国民党や中国共産党によって政治的な標的とみなされ
ることを覚悟 していたようであ り、日本軍関係者とあえて付き合うことによって回民
女性の教育向上を実現 させ ようと考えていたのであろう。詳細は不明であるが、李郁
周も粛清されたのではないかとフフホ ト市で聴いたことがある。
最後に、厚和市の清真寺の管理運営にも関与 していた回民幹部たち(例えば、曹英、
丈福堂)が打倒された結果、清真寺の管理運営が直面 した変化 に言及 しておきたい。
中国共産党が政権を樹立すると、土地改革法、三反五反運動、反右派闘争、宗教制度民
主改革、文化大革命などの一連の政策や運動が発生し、支福堂は処刑され、曹英は打
倒された。清真寺で管理運営の実権を掌握 していた人びとが 「右派分子」や 「反革命分
子」などのレッテルを貼 られ、政治の表舞台から姿を消 したわけである。
その後、清真寺における宗教活動が正常に再開したのは文化大革命が終了した1976
年以降のことである。改革開放期に清真寺の実権を掌握 した人びとはかつての伝統的
な地元有力者とは異なり、社会主義建設のなかで実務経験のある新興エリー ト(例え
ば幹部)であった。前者は清真寺で幼少の頃からイスラームを学ぶことが慣例であっ
たが、1949年以降に生まれた後者はイスラームの素養を備えているわけではない。フ
フホ ト市に くらす回民の古老たちは1949年以前に活躍 した清真寺の地元有力者を直
接知るからか、伝統的な地元有力者と新興エリー トを比較し、後者の知性や品格の欠
如を痛烈に批判する。もちろん前者 も清真寺の実権を掌握 したわけだが、清真寺や信
徒全体の利益 をまず考慮 し、私利私欲に溺れることはあ りえなかった(そ うなると、
周囲の信徒たちが話し合いを通 じて解任できた)。1949年以前、清真寺の管理運営に
おいて自律性が相対的に高かったということは、地元有力者たちが自分たちの言動に
責任を持とうと努めていた可能性が高い。実例 として、フフホ ト市では曹英や丈福堂
らに対する評価は現在も高い(2015年8月フフホ ト市におけるインタヴュー調査)。彼
らとは対照的に、1980年代以降、清真寺の実権を掌握した清真寺民主管理委員会のな
かには目先の利益ばか りを追求する人びとが目立つようになり、地域によっては無神
論者であるはずの共産党員までもが参加するようになった。
このように、日本軍が1945年以前に支配した地域では、漢族であれ、「少数民族」で
あれ、日本軍関係者に関わった人びとの多 くは1949年以後、「反革命分子」、「反右派分
子」、「回好」などに分類 され、中国共産党が牽引する政治運動の標的とみなされるこ
とになった。その結果、「民族の裏切 り者」が1949年以後の学界や出版業界などで取 り
上げられることは極めて少なく、ともすれば忘却されつつある。この意味において日
本の植民地支配は1945年以降も現地住民の生活世界に影を落 としている。i換言すれ
ば、日本の植民地支配は1945年を境に完全に消 え去ってしまったわけではなく、日本
軍の存在は現地住民の記憶や思考の領域 に根を深 く下ろしている。地域や民族によっ
ては、日本軍占領は現地住民が くらす生活世界の権力構造を大きく揺るが したファク
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ターの1つ であった と考 えるこ とが で きるだろう。
注
1)
2)
??
??
??
??
?
?
?
本稿では蒙古聯盟 自治政府お よび蒙古聯合 自治政府 を蒙彊政権 と呼ぶ ことにする。
1944年!月、西 北 回教聯 合会 は 「蒙彊 回教聯合 会」に再編 されたが、本稿 では両者 を区別 しない。なお、
1942年の 『邦 内回教調査概要』には西北 回教聯合会 ではな く、蒙彊 回教聯合会 の団体 名が表記 されている
が、蒙彊 回教聯合会 が1944年に結成 された ことをふ まえる と、同書 の出版年 が誤 って印刷 された可 能性 が
高い。
菅沼正芳 は満洲国に設立 された満洲協和 会の元会員 だった。甘寧支部には 「支部長」、「支 部員 」、「顧問」の
役職 があったが、菅沼が顧問 を担当 した[李士栄1988b:24]。不思議 なことに、菅沼正芳 は現地語 の別名
を持 ってお り、馬仁徳 と名乗っていた[李士栄1985:157-158]。なお、甘寧支部 の所在地 は包頭の新太店
巷6号 である[李士栄1988b:24]。
小村不二男 のイスラーム改宗 については、晩年、小村 と親 しか った日本人男性か ら情報 を提供 して もらっ
た(2013年7月東京 ジャー ミイにお けるインタヴュー調査)。
小村不二男 は高橋 が西北事情研 究所所員であ ったと証言 している[小村!988:450]。なお、西北事情研
究所 とは小村が厚和市 に開設 した研究所であ る。
張家 口の回教会の前 身は西北回教民族文化協会であ り、この協会の顧問に も日本軍関係者が名 を連ねてお
り(例えば、日本人ムス リムの松林亮)、日本 軍特務 機関が設立に加担 していたこ とがわかる。西北回教民
族文化協会 について は[在張家 口日本領事館1937]に詳 しい。
正式名称は晋北回民公会 とい う説 もある。
理由は よくわか らないが、包頭支部 の管轄下 にあった清真寺(4寺)に関 して はデ ータが記載 され てい ない。
白忠義の回想に よれば、回民 会館 が開設 された場所 は甘緩 清真礼拝 堂(現清真北寺)の郷老(李鳳藻)が清
真寺に寄進 した土地であ り、以前 は 「厚和旅社」があった[白忠 義1983:20]。李鳳藻 は寧夏 の呉忠 出身
の商人であったが、回民軍閥の馬福祥 とともに緩遠省にやって来た。おそ ら く1937年に 日本軍占領前後 に
帰郷 した らしく、1949年以後、寧夏で政治協 商会 議委員を担 当 した。
10)訂正 してお くと、小村不二男は早稲 田大学ではな く、天理大学 を卒業 してい る。
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雑件/中 国ノ部(1-1-10-0-Ol2)(外務省外 交史料館)。
蒙 古 軍 軍 事 顧 問 部1941年8月 「西 北 回教 族 動 静 調 査 書 」「JACAR(アジ ア 歴 史 資 料 セ ン ター)Ref.
C1302152!500、西北 回教 族動静調査書 昭和16年8月(防衛省 防衛研究所)。
陸軍省1938年10月1日 「蒙古聯盟 自治政府主催回教徒訪 日視察団の見学の件」JACAR(アジア歴 史資料 セ ン
ター)Ref.CO4120561300、昭和 年「陸支密大 日記55号」(防衛 省防衛研究所)。
陸軍省1938年11月9日 「西北 回教連合会会則 の件 」JACAR(アジア歴史資料セ ンター)Re£CO4120632300、
昭和13年「陸支密大 日記62号」(防衛省防衛研究所)。
陸軍 省1939年4月16日 「駐 蒙軍参謀 長 第2回回教徒 訪 日視 察団派遣 の件」JACAR(アジ ア歴 史資料 セ ン
ター)Ref.CO7091124800、陸支受大 日記(普)第5号1/2昭 和14年5,4～5,31(防衛省 衛研
究所)。
